
多摩川水系河川整備計画

Act i on3

協働の維持管理をめざします。

多摩川の維持管理を、住民の皆さんや流域の自治体・市民団体の皆さんと協力し合いながら、よりよい

形で行っていきたいと考えています。

さまざまな主体をリンクアップするシステムづくり

リンクアップとは

多摩川を介していろいろな機関のつながりを強め、直接話し合えるようにするシステムです。

河川管理者としてすでに行っていること

●パトロール

河川パトロールカーや河川巡視用バイクおよび自転車を配備して、流水、土地の占用状況や工作物の

設置状況、河川環境の状況など、河川管理員による巡視を日々行っています。

●河川管理施設の点検・整備

水位、流量、雨量などを把握し、堤防や水門などの河川管理施設が正常に機能するように維持修繕や

操作点検を行っています。



●堤防点検と除草

堤防の異常を確認するため、除草と堤防点検を実施しています。 その他、河川の占用に関する業務、

清掃、愛護活動の支援も行っています。

「協働」の実現例

二ヶ領宿河原堰にある「二ヶ領せせらぎ館」では、市民団体と川崎市の職員で構成される組織により、

市民ボランティアの活動をサポートするという、パートナーシップ型の運営が確立されています。

平成11年4月の開館以来、年間約2万人の来場者を迎えています。現在、このせせらぎ館は「多摩川流

域リバーミュージアム」の情報サテライトとしても機能しています。


